
     
 
 
  

 

    
 
 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
個

人
面
談
や
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
へ
の
ご
出
席
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

保
護
者
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深

め
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

六
月
に
は
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
は
、
講

師
の
方
を
お
招
き
し
、
子
供
た
ち
の
身
の
回

り
に
潜
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
か
ら
い
か
に
子
供
た
ち
を
守
る
か
と

い
う
視
点
で
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
協

議
を
す
る
場
を
設
け
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

六
月
を
「
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
、
い
じ

め
な
ど
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
今
年
の
全
校
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
笑
顔
キ
ラ
キ
ラ
、
心
も
校
舎
も
ピ
カ
ピ

カ
輝
く
練
二
小
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
特
に

「
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
代
表
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た
取
組
を
行 

        

 

っ
て
い
き
ま
す
。
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
て
、

保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
五
月
二
十
五
日
は
本
校
の
開
校
記

念
日
で
し
た
。
昭
和
十
八
年
に
練
馬
第
二
国

民
学
校
と
し
て
独
立
し
て
以
来
、
七
十
三
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
開
校
当

時
の
お
話
を
伺
う
と
、
こ
の
貫
井
の
地
に
学

校
が
設
立
さ
れ
た
喜
び
と
誇
り
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
本
校
の
開
校
前
は
、
石
神
井
川
を

渡
り
、
春
日
町
に
あ
る
練
馬
小
学
校
ま
で
通

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
子
供
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
学
校
に
通
え
る
よ

う
に
な
っ
た
喜
び
は
、
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
か

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
以
来
、
地
域
の
学

校
と
し
て
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
本
校
は
今

日
ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
三
十
年

以
上
も
続
い
て
い
る
餅
つ
き
大
会
や
貫
井
囃

子
の
伝
承
、
ご
近
所
の
農
家
の
畑
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
行
っ
て
い
る
大
根
や
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
や
収
穫
等
々
、
数
え
切
れ
な
い

地
域
の
方
々
の
お
力
が
、
本
校
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
地
域
の

方
々
と
ふ
れ
合
い
、
共
に
学
ぶ
こ
と
で
、
地

域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。 校

歌
の
一
節
に
は
「
・
・
・
そ
の
若
竹
の

す
く
す
く
と 

心
も
か
ら
だ
も
す
こ
や
か
に 

ま
っ
す
ぐ
の
び
ゆ
く
我
々
だ 

練
馬
第
二
小

学
校 

よ
い
小
学
校
わ
が
学
校
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
校
歌
の
と
お
り
、
若
竹
が
伸
び
て

い
く
よ
う
に
、
心
も
か
ら
だ
も
す
こ
や
か
に

ま
っ
す
ぐ
伸
び
ゆ
く
子
供
た
ち
を
地
域
の
皆

様
と
共
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
よ
り
本
校
は
、
練
馬
区
学
校
・
地

域
連
携
推
進
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

ま
す
ま
す
地
域
の
皆
様
と
連
携
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

   

  

《
着
任
》 

６
月
よ
り
学
校
生
活
臨
時
支
援
員
と
し
て 

高
木 

理
恵
子 

六
月
の
行
事
予
定 

3
（
金
）
親
子
親
睦
会
（
一
年
） 

6
（
月
）
教
育
実
習
始
・
委
員
会
活
動
③ 

福
祉
園
訪
問
（
四
―
一 

３
・
４
校
時
） 

8
（
水
）
お
話
の
会
（
五
・
六
年
） 

9
（
木
）
福
祉
園
訪
問
（
四
―
二 

３
・
４
校
時
） 

10
（
金
）
福
祉
園
訪
問
（
四
―
一 

３
・
４
校
時
） 

５
時
間
授
業 

11
（
土
）
学
校
公
開 

３
時
間
授
業 

お
話
の
会
（
一
・
二
年
） 

 
 
 
 
 
 
 

親
子
親
睦
会
（
三
年
）
合
唱
団
保
護
者
会 

13
（
月
）
福
祉
園
訪
問
（
四
―
二 

３
・
４
校
時
） 

 
 
 
 

 

ク
ラ
ブ
活
動
④ 

14
（
火
）
カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト(

五
年)

歯
垢
テ
ス
ト(

四
年) 

15
（
水
）
情
報
モ
ラ
ル
教
室
（
五
年
） 

午
前
授
業
（
二-

一
研
究
授
業
） 

16
（
木
）
カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
判
定(

五
年)

歯
垢
テ
ス
ト(

六
年) 

17
（
金
）
プ
ー
ル
清
掃
（
六
年
） 

20
（
月
）
水
泳
指
導
開
始 

21
（
火
）
地
区
子
供
会
・
風
水
害
集
団
下
校
（
６
校
時
）

22
（
水
）
交
通
安
全
自
転
車
教
室 

 
 
 
 

（
二
校
時
・
二
年
、
三
校
時
・
四
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
こ
ろ
の
劇
場
（
六
年
） 

23
（
木
）
体
力
テ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24
（
金
）
午
前
授
業
（
校
区
別
協
議
会
・
貫
井
中
） 

 
 
 
 
 

教
育
実
習
終 

29 (

水)

午
前
授
業
（
四
年
算
数
研
究
授
業
） 

30
（
木
）
定
期
健
康
診
断
終 

 

 

地
域
と
共
に
学
び
、
共
に
育
て
る 

校
長 

 

大
槻 

亨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No．３５３ 

平成２８年６月 

練馬第二小学校 

校長 大槻 亨 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
健
康
安
全
に
気
を
つ
け
よ
う
。 

☆
重
点
目
標 

・
外
に
出
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
遊
ぶ
。 

・
雨
の
と
き
の
室
内
遊
び
を
く
ふ
う
す
る
。 



ク
ラ
ブ
活
動
始
ま
る 

今
年
度
も
ク
ラ
ブ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。 

 

★
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

（
菊
地
・
玉
川
） 

異
学
年
が
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
チ
ー
ム

を
決
め
ま
し
た
。
６
年
生
を
中
心
に
チ
ー
ム
で

練
習
を
し
、
毎
週
試
合
を
行
い
ま
す
。
チ
ー
ム

で
協
力
し
、
気
持
ち
の 

良
い
汗
を
流
し
な
が
ら 

毎
回
の
試
合
を
楽
し
み 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

★
卓
球
ク
ラ
ブ 

（
鈴
木
・
北
野
） 

 

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
四
つ
の
班
に
分
か
れ
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
上
級
生
が
下
級
生
に
対
し

て
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
異
学
年
の
班
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ク
ラ
ブ
内
で
の
大
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

★
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

（
柳
井
・
佐
藤
） 

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
フ
ラ

ワ
ー
ズ
」
と
名
前
を
決
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

上
級
生
が
下
級
生
に
対
し
て
教
え
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
、
異
学
年
の
チ
ー
ム
も
編
成
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
ク
ラ
ブ
内
発
表
や
全
校
発
表
に

向
け
て
練
習
し
て
い
き
ま
す
。 

 

★
手
芸
・
料
理
ク
ラ
ブ 

（
神
谷
・
金
津
） 

今
年
度
は
四
年
生
の
人
数
が
多
く
初
め
て

の
ク
ラ
ブ
に
嬉
し
そ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
パ
ー
テ
ィ
で
は
六
年
生

が
班
を
ま
と
め
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
学
年

を
越
え
て
仲
良
く
協
力
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 
★
図
工
ク
ラ
ブ （

下
釜
・
新
宮
領
・
河
合
） 

今
年
度
は
希
望
の
人
数
も
多
く
三
人
の
教

諭
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
展
覧
会
も
あ
る
の
で
、

つ
く
る
楽
し
み
と
見
て
も
ら
う
嬉
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
つ
く
っ
て
み
た
い
も
の
を
存
分
に

つ
く
る
活
動
が
で
き
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ 

（
森
口
・
杉
山
） 

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
・
マ
ウ

ス
の
操
作
や
、
写
真
の
取
り
込
み
な
ど
に
慣
れ
、

楽
し
く
パ
ソ
コ
ン
を
扱
え
る 

よ
う
に
、
み
ん
な
で
教
え
合
い 

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 

★
野
球
・
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

（
武
井
・
小
倉
） 

校
庭
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
子
供
た
ち
が

計
画
を
立
て
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
野
球
が
好
き
な
子
供
た
ち
が
多
く
、
野
球

や
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
を
中
心
に
リ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
も
行

い
、
ル
ー
ル
を
話
し
合
い
な
が

ら
仲
良
く
楽
し
ん
で
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
ま
す
。 

 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
に
つ
い
て 

生
活
指
導
部 

神
谷 

文
子 

 

近
年
、
学
校
に
お
け
る
安
全
の
確
保
は
、
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
セ
ー

フ
テ
ィ
教
室
の
実
施
や
安
全
安
心
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
な
ど
に
よ
り
、
安
全
の
確
保
に
努
め

て
お
り
ま
す
。 

五
月
十
日
に
練
馬
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、

四
年
生
は
万
引
き
防
止
、
一
年
生
は
不
審
者
対

応
に
つ
い
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
子
供
た
ち
を
非
行
・
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
と
の
協
議
会
も
開
催
し

ま
し
た
。 

今
後
も
、
災
害
時
の
避
難
訓
練
と
合
わ
せ
て
、

日
頃
の
交
通
安
全
や
防
犯
に
つ
い
て
の
指
導

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

図
工
室
か
ら 

 
 
 
 
 

図
工
専
科 

下
釜 

み
ど
り 

今
年
度
は
展
覧
会
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
な
の
に
・
・
・
「
今
月
の
図
工
室
」
が

四
月
五
月
と
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
よ
り
密
に
ご
家
庭
と
連
絡
を
し
合

わ
な
け
れ
ば
・
・
・
」
と
思
っ
て
い
る
の
に
・
・
・
。 

 

し
か
し
、
今
年
は
忘
れ
物
が
少
な
い
で
す
。

担
任
の
先
生
方
も
と
て
も
意
識
を
高
く
も
っ

て
い
て
く
だ
さ
り
、
前
日
の
言
葉
掛
け
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
学
年
に
よ
っ
て
は
「
図
工
係
さ

ん
」
が
連
絡
を
聞
き
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

で
も
何
に
も
ま
し
て
、
子
供
た
ち
の
意
識
が
昨

年
よ
り
高
く
感
じ
ま
す
。 

 

授
業
の
終
わ
り
に
は
必
ず
次
回
の
持
ち
物

や
準
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

ま
す
。
き
っ
と
帰
宅
し
て
お
家
の
方
に
も
上
手

に
一
生
懸
命
伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

子
供
た
ち
の
お
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
受
け

と
め
動
い
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
皆
様
の
ご

理
解
や
ご
協
力
そ
し
て
行
動
が
あ
る
の
で
子

供
た
ち
の
意
欲
や
意
識
が
高
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
が
「
見
て
み
て
！
」
と
笑
顔
で
自

慢
で
き
る
、
つ
く
る
楽
し
み
と
見
て
も
ら
う
嬉

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
つ
く
る
活
動
や
学
び
合

い
の
で
き
る
図
工
室
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 


